
国道５３号黒尾峠防災勉強会（第１回） 

《議事概要》  

 

１． 日時：令和８年３月２日（月）１１：００～１２：００ 

２． 場所：智頭町役場２Ｆ第一会議室 

３． 議題 

① 岡山県・鳥取県の道路ネットワークにおける課題 

② 国道 53 号の使われ方 

③ 国道 53 号の現状  

４． 主な意見 

○ 断層等に関するリスクについて、どこまで道路構造で配慮するかは、

有識者の意見も踏まえた上で、行政（道路管理者）の判断になる。

今後、勉強会で議論が必要。 

○ 近年の調査で判明した法面での危険箇所が断層付近に集中してお

り、法面の危険箇所と断層との因果関係や、今後の道路管理へのリ

スクについて調査や検証が必要。 

○ 人口減少により交通量も減ってくる地区もあるが、地域間のネット

ワークを確保することは重要で今後整理が必要。大雪の観点や災害

の観点で、国道 53 号に求める機能等を整理するべきである。 

○ 過去の災害では、迂回路（米子道）があるなかでも、物流が停滞し

た事例があり、災害時の物流の確保に関して国道 53 号に求められ

る機能を今後調査して、明確にする必要がある。 

○ 南海トラフ地震発生時の支援する道路として、国道 53 号が非常に

重要になる。地盤や道路構造の観点で被災リスクを整理し、その中

で国道 53 号の必要な機能を整理するべきである。 
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